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記 事

佐波教授逝く

佐波宜平教授は，昭和43年 2月29日午前11時20分，肝臓癌のため逝去されました。享

年63歳。

佐波教授は，昭和5年3月京都帝国大学経済学部を卒業，昭和9年3月間経済学部に迎え

られ亡専任講師に就任，昭和13年助教授，昭和21年 7月教授に昇進されました。その問，

保険論，交通論，海運論，最近では数理経済学などを講義され，昨年(昭和42年)12月

6日置官記念講義をおこなわれました。

佐波教授は，退官講義のさい，御病気の苦痛にたえられながら，切々と学問の道壱説

かれ，最後にご自分の死を予告され，別れの盲葉を告げられました。教授の御病状ゆえ

に，教授の御無事な御退官をお祈りしておりましたが，そり甲斐もなく瓶去されました

ことは，まことに夏悼にたえないところであります。佐渡教授は，保険論，交通論の分

野において偉大な業績壱残されましたが，晩年には数理経済学の研究においても輝かし

い貢献をされました。その閑，学部学生の教育，大学院学生の指導におも、ても，その身

績ははかり知れないものがあります。また，昭和26年ご心筋梗塞で倒れられて以来相

次いで襲いくる病魔と闘いーながらの研究ぶりはまことに驚歎に値いするものがありまし

た。教授はご自分の死を正面からみつめられながら，きびしい研究者の道を最後まで歩

まれたのであります。

佐渡家では 3月2日自宅にて密葬がおこなわれ，本学会においては. 3月12日教授

の人柄在学問的業績をしのび，下記のとおり，京都大学経済学会葬をおこないました。

l 故佐波宜平教授

京都大学経済学会葬

式 次第

開

黙

弔

1

2

3

 

会

鵡

辞 京都 大学 総長奥田 東股
京都大学経簡宇部長 山岡亮一殴

日本交通学会会長 島田孝一般

日本保険学会代表 椎名幾三郎殴

日本海運経済学会代表 野村寅三郎股

4 追悼講演、
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佐波先生の学問と生涯

京都大学経済学部 山田浩之殿

佐波先生の学聞をふりかえって

甲南大学経済学部 前田義信殴

大阪府立大学経済学部 谷山新良殴

佐波先生の学問を偲んで

大阪大学社会経済研究所 森嶋通夫殿

随筆のととな E 歌 人 士 喜 評 論 家 上田三四三股

佐渡先生め病状経過報告

京都大学医学部 木村忠司殴

5 追憶談

6 挽 歌

7 還暦記念論文集献呈

8 遺族挨拶

9 献花

10 閉会

友人代表 葛城照三股

山 本 安 次 郎 殴

青山秀央殿

狭京会代表 山本喜朗股

ゼミナノレ学生代表 安 間 進股

京都大学グリ クラブ殿

佐波悠紀殴

主催京都大学経済学会

葬儀に先立って総長室において叙勲の儀がおとなわれ，教授に対し，勲三等旭日中俊

章がさづけられ主した門

当日，会場には， 白菊で飾った清楚な祭壇に遺骨が安置され，正面に勲等が供えら

れ，その左側にデス・マスク，上方に教授の遺影がかかげられました。午後 1時30分島

恭彦教授の開会の辞で開始され，島教授および出口嘉蔵教授の司会で会がすすめられ，

御遺故佐渡勉:紀氏の挨拶のの九，全員献花し，午後 5時30分とどこおりなく終マしまし

た。その間， r佐波教授の俳句による男声合唱のための挽歌」の合唱や生前の佐渡教授

の声をおききして，在りし日の教授を偲んだのであります。

学内外からの参加者は約 350名にのぼり，厳粛な学会葬をおこなうことができました

こと i;i，御遺族，弔辞・追悼講演・追憶談をしていただし、た諸先生，諸先輩をはじめ，

参加者御一同の御厚情の賜ものであり，深〈感謝する次第であり主す。

つぎに，弔辞・追悼講演 追憶談を収録します。なお，追悼講演のうち，木村忠司教

授の「佐波先生の病状経過報告」および山本安次郎教授，青山秀夫教授，山本喜朗氏の

追憶談は，京都大学経済学部同窓会の機関誌「同好」第 9号(昭和43年 8月発行予定)

に掲載されますので，本誌では割愛しました。
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弔 辞

経済学部教授佐波宣平博士の計報に接し，京都大学を代表して心から哀悼の意を表し

ます。

故佐波教授は昭和 5年に本学経済学部を卒業され，同 9年に経済学部講師， 13年に助

教授， 21年に教授となられ， 34年の間，本学において研究と教育に努めて来られたので

あります。

教授は稀れにみる純粋な学究者であれ海運，保険，交通各学界に大なる功績を残さ

れました。また，教育者としても，つねに温かし、心情と謙虚な態度で学生と交わり，多

くの人々から尊敬の念と親愛の情を受けておられたのであります。

思えば，佐波教授は，昭和26年以来相次いでおそいくる病魔との絶えざる闘いの生活

を送って来られました。その苦闘の中に，専門分野へのたゆまざる研鏡・努力の姿勢に

対し，またそこから生みだされた輝かしし、研究業績に対し，私は驚異と讃嘆の意を表さ

ずにはおられませλo

生前の佐波教授御自身の気持の中では，いくつかの未だ完成をみない，やり残した仕

事があったかと思われま Fが，しかしそれも，教授の学究の徒としての純粋な精神をひ

きつがれた後進 知人・友人の方々の手で立派に完成されることと信じます。

教授は咋年末に行なわれた退官記念講義において，自からの余命いくばくもなきこと

を予言されました。悲しいことにその予言は的中したのであります。晩年の教授を苦し

めた病魔，ガンに対して，私達は憎悪の気持で一杯であります。現代医学の進李の前に

立ちはだかり挑戦する憎むべき「ガシ」に対して，教授は偉大な勇気と闘志をもって立

ち向われたのであります。

教授の示された勇気と闘志は，私達に， rガン」との闘いにおける勝利を確信させる

ものであり，その意味でガン征圧の実現する日のー日も早いことを教授に予言日し上げ

たい気持でおります。同じ病魔に苦しんでいる人々やその家族が，今後の医学の進歩に

よる光明を期待しうるならば，辛いであります。

願わくば，故佐波教授叩同僚，後進，友人ともどもに教授の真塾な学究精神と業績を

受け継がれ，学問発展のために努力されんこと壱，そしてこれこそが故人に対する最大

のはなむけであろうと信じます。

昭和4o年 3月 12~ 

京都大学総長 奥田 東
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弔辞

佐渡教授の御逝去に際し，京都大学経済学部を代表して心から哀悼の意壱表します。

佐波教授 あなたは本学伺卒業と同時に小島昌太郎教授について研究をはじめられ，

以来38年の長きにわたり，交通論，保険論を中心とする経済学の研究と指導に，たれ、

まれな真塾さと情熱壱傾けて来られま Lた。

あなたは突通論，保険論の分野に近代経済学的思考を導入され，それによって，これ

らの分野は，日常業務の記述であることから脱して体系性を獲得し，また巨視的な視点

から新たなう依存当てられることともなり主したn

あなたはまた数理経済学に非常な熱意を傾けられ，還暦の年にも病苦壱おして著作を

生み出されただけでなく，停年前，最后の 2年間，進んで数理経済学の講義に当られま

した。他方，あなたの研究の出発点にあったものは権運，保険の事実研究であり，歴史

や事実に対する関心と学殖も，豊かに持っておいでになりました。

だが，あなたの業績壱語るだけではあなたの半分を語るにすぎません。あなたは『さ

わやかな君子』というにふさわしい純粋な人柄によって，教え子たちへの愛情によって，

またかくれたる趣味の深さによって，同僚，後輩，教え子たちに敬愛され，慕われてお

りました。そうした人間性の中に，学聞に対する烈々たる安世見が流れ， 日本を戦火に導

いた軍部や官僚に対する怒りが秘められておりました。こうした人となりの一端を，昨

年12月 6日，退官記念講義において，あなたは，あなたの業績の一部とともに示された

のでありました。その講義は，あなたの私たちに対するお別れの挨拶でもありました。

その後主ずータべもなく，今日の日ぞ迎えることとなり，私たちは断腸の思いであります。

御退官ののちもあな?が健康に恵まれ，なおrt-残された研究を成就古れることを，ど札

ほど私たちも望み，あなたも望まれたことでありましょう。しかしながら学者としてあ

なたは学問一途の幸福な生濯をおくられたということもいえるでありましょう。あなた

はその著作，教え子たちとともに，消えがたい精神的な火を，わが学部に残してゆかれ

ました。あなたの残されたものを，きつが学部はたいせつk守り育ててゆ〈でありま Lょ

う。

1968年 3月 12日

京都大学経済学部長 山岡亮一

弔辞

佐渡教授は交通学会におけるまれに見る精力的な学者であり，すぐれた研究者であり

ました。運賃問題にたいする経済学理論の適用や海運事業の発達についての歴史的な解
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釈を始めとして学問的には数々の未開拓の分野に分析を進められました。

こうした教授のすぐれた研究は，とか〈沈滞し勝ちな学会に活力を与え，学会が前進

ずる原動力となったのであります。

との意味におきまして，教授が逝去されたことは学会としてかけがし、のない研究者を

失ったことであり，大いなる損失であります。

さらに視界を社会に転じてみますと周知のとおりわが国の交通界は誠に多事多端であ

り，多くの新しい施策を必要としております。

したがし、まして教授の真重量な研究に期待するところが誠に大でありました。

しかるに今や教授はとの世を去られ，残念の極みであり主す。

元来，教授は青年時代には頑健な身体の所有者であられましたが，晩年は不幸にして γ

不治の病におかされました。

しかし闘病の中にも終始学者としてきびしし、態度を堅持され，人々の心からの尊敬を

一身に集められました。それだけに，ご家族の皆様の哀しみもひとしおと推察申し上げ

ます。

ここに日本交通学会を代表して佐波教授のご霊前に心から哀悼の意壱表するものであ

ります。

昭和 43年 3月 12日

日本交通学会会長 島田孝一

弔辞

日本保険学会理事故佐波宜ヤ君hこ謹んでお別れの言葉を申し上げます。

去る 2月29日御逝去の報に接し，かねて覚悟はしていたものの私達は大いに驚き大き

なシヨザグ壱うけ且つ悲嘆の涙を止めかねました。

君は年若くして保険学界に頭角壱現わしました。豊富な経済学に関する知識を駆使し

て保険現象を解明しそれに独創的見解をつけ加えました。君には多数の著書，論文があ

りますがし、づれも斬新にして卓抜な見解が展閣されていまし介。従ってわが保険学舎の

会員のみならず実社会の人々を啓蒙されました。また君の構成した理論を批判するため

には深刻な研究と考察壱必要としました。かくて君は保険学の向上進歩について大きな

役割を呆したのであります。

それと共に君はわが学会壱愛し多午に亘って尽力され，また大会や部会にも病を庄し

てまで出席され，たびたび御研究の一端を報告してられましたがその真塾なる態度は到

底忘れ得ざるものであります。ょっでわが学会は御病の篤き壱知るや異例の措置を講じ

て御見舞申上げた次第であります。
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今やわが学会は敬愛する君壱失い寂莫の情に満ちています。今後の御研究壱期待し御

指導を念願していた私たちは御逝去が残念でなりません。君も心残りのことと存じます。

さり乍らわが学会は君の遺業苦完成するために奮起することを誓いますから，どうぞ

安らかに永遠の眠におつき下さし、。謹んで御冥福をお祈り申し上げます。

昭和 43年 3月 12日

日本保険学会代表 椎名幾三郎

追悼の辞

故佐波宣平教授は海運経済学会における第一人者であった。其の業績は日本園内に止

まらず世界的にもかがやかしいものである。恩師小島昌太郎博士の指導の下に，若君日

より保険・交通，特に海運経済に関する価値の高い数多くの論文号発表されたが長ずる

に従ってその論作はますます精徽を加え論理は整然として極めて独創性k富むものにえに

ヲた。又時として欧米先覚者の有益な菩作を翻訳して学界は勿論，実際界にも稗益する

ところ大であった。今次大戦後，教授は多年の研究蓄積壱その明噺なる頭脳によって体

系化~，大著「海運理論体系」に纏めて博士の称号を得られた。本書は学界に於し、て鋭

〈光合を放っ不朽の名著であり，後進学徒のために永く指針として仰がれる名作である。

教授はその後，愈々学聞の領域を拡大し，精進の結果を続々公刊して芋界において恒

に指導的地位にあった。世上，往々学者の論作には，理論と現実と遊離するとの批難を

聞くが，教授の言は実際界の人々をも深く傾聴せしむるものがあった。

周知の如〈数年前，教授は不幸にして病魔の冒すところとなり，度々手術をうけ，不

自由な病林生活壱余儀なくされたにも拘らず，その苦難に堪え，学問的精進を続けられ

た超人的行動については，何人1:雄も，頭のさがる思いがする。海運についてだけ云っ

ても，古来，海運界に用いられた言葉を解明する「海運用語根源」とし、う地道だが基盤

的な仕事を雑誌「海運」に，死の直前に至るまで数年間，こつこつと掲載し続けたので

ある。

教授の人となりは直情径行で苦汁を忍び，有も世俗に迎合せず，所謂古武士の面影が

ある。言いたいことは思い切って言い，書きたいことは思い切って書く決断がある。し

かしその心の奥底にはワねに優しい純情が燃えていたことを私らは知っている。

まに教授は文筆の人でもあった。その随筆集「海運研究者の悲表」とか「海だ極だj

などは島国日本の為政者に海運政策の重要性を教えると共に，学界・実業界に海運研究

熱の握興壱強く訴えたものであるが，そのうちに教授のゆかしい人柄が偲ばれる珠玉の

文学である。

教授が逝去された今日，私ら海運経済研究者の閑には，何か大雪な穴があいたような
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淋しさを，感ずる。今更，教授の足跡の大きさを思うこと，一入なるものがある。ただ，

教授の膝下からは多数の有能な人材が輩出した。その人達の活動kよって，その穴を埋

め亡頂けることを切に願うと共に，私らもー腎の労を尽したいと思う。

在天の教授よ，翼くは安らかk眠られんことを。

昭和 43年 3月12日

日本海運経済学会代表 野村寅三郎




